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仙台市中心部に位置する
片平キャンパスは大学発
祥の地。「知の館」は大学
本部棟に続く一角に造ら
れた。

1階オープンスペース。椅子やソファが並べられ、リラックスした雰囲気の中で会話ができる。

©Tohoku Forum for Creativity

©Tohoku Forum for Creativity

©Tohoku Forum for Creativity

©Tohoku Forum for Creativity

東北大学
「知の館」

新世紀のキャンパス

Campus of New Century
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通用する次世代の人材を、急かさずに育
てることはできないか。それこそが「ワ
ールドクラスへの飛躍」には必要なので
はないか。そもそもの課題意識はそこ
にあった。

プロジェクトの流れはこうだ。まず
広く世界に公募した研究プログラムを、
国際アドバイザリーボードと呼ばれる
専門家が選定。その上で、若手研究者
を中心としたコーディネーターが約1年
かけて内容を吟味し、練り上げたテー
マプログラムについて、オーガナイザー
が世界第一線級の研究者を招聘し、3
カ月にわたりフォーラムとして開催する。
長期滞在中、研究者達は研究活動や発
表の傍ら、学部生・院生・若手研究者や、
時には地域住民や地元中高生と交流す
る。「一流の人材に触れ、憧れを持つこ
とで、若手の学問へのモチベーションを
醸成したい」と伊藤センター長が語るよ
うに、優れた研究者と出会うことによる
若手の意識面の変化は大きいようだ。
専門内外や国内外を問わず、研究者同
士のネットワーク形成にも役立っている
という。
「知の館」は、1階はオープンスペース、

2階はラウンジと滞在用施設、個人用研

究室、3階には講義室という3層構成だ。
全体的にシックで落ち着いた色調で、国
際無線LANローミング基盤eduroam
等のIT環境も整っている。至る所に
足元から天井近くまでの黒板が配置さ
れ、まさに「知が行き交う」ように、偶発的
に議論が展開されるよう工夫がなされ
ているのも特徴的だ。取材で伺った際
も、つい先ほどまで熱のこもった議論が
なされていたと思われる数式が、びっし
りと書きつけてあるのが印象的だった。

「様々な領域の研究者が集うので、机上
では発生しないような議論になることも
多いようです」と前田吉昭副センター長
は話す。

これらの施設や取り組みは、東京エレ
クトロン株式会社のCSR事業として全
面支援を受けている。企業と大学がこ
こまで深く連携しているプロジェクトも
珍しいが、その目的が短期的成果ではな
く、長期的な人材育成に置かれているか
らこそであろう。開設3年目を迎え、テ
ーマプログラム以外のプログラム開発
も進んでいる。視座高く次世代を見据
えたプロジェクトの、今後の展開に期待
したい。

（本誌　鹿島 梓）

東北大学は1907年、日本で3番目の
帝国大学として誕生した。創設時に若
手研究者を集め理科大学から発祥した
こともあり、「研究第一」「門戸開放」「実
学尊重」を伝統とした大学だ。2013年
里見 進総長により発表された「里見ビ
ジョン」によると、それらの伝統を踏まえ
つつ、「人が集い、学び、創造する、世界に
開かれた知の共同体」として大学を構築
し、「ワールドクラスへの飛躍」「復興・新
生の先導」の2つを達成することが2017
年までの目標とされている。それを体
現する研究プログラムとして考案され
たのが年に3回実施されている「知のフ
ォーラム」であり、それを主催するのが

「知の創出センター」、その拠点施設が同
年開設された滞在型研究施設、「知の
館」である。
「『知のフォーラム』は、国の研究大学

強化促進事業の支援を受けて始まりま
した」と伊藤貞嘉センター長は話す。学
問に携わる者にとって、研究活動とは必
ずしも即結果が出るようなものばかりで
はない。昨今の実学重視はともすれば
即時的な効果重視になりがちだが、本来
は長期的に幅広く深い視野が必要な領
域だ。そういった視点を持ち、国際的に
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外界からは切り離された重厚な雰囲気の2階ラウンジ。

壁一面に設けられた黒板を使い、その場で学術的な議論が起こる。日本ではホワイ
トボードを使う場合が多いが、国際的には黒板とチョークの組み合わせが一般的。

建物裏手には3階までまっすぐに続く階段が。全面採光の明るい空間。2階に設けられた個人研究用スペース。パーテーションで区切られ、個人作業に集中
できる。部屋の用途に応じて雰囲気がかなり異なる。

3階の講義室。1席ずつに
ライトやコンセントが配置
された座席は96席で「研究
セミナーにはちょうど良い
サイズ」と前田副センター
長。座席幅は外国人規格に
合わせて少し広めに作られ
ている。
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http://souken.shingakunet.com/college_m/

	Button3: 


